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⾦⼦：本⽇の DMC Talk は、⽂学部の
松⽥先⽣にお越しいただいております。
松⽥先⽣は、元 DMC の所⻑でいらっし
ゃいまして、DMC が研究機構から研究
センターに改組されたときの初代の
DMC 所⻑ということで、僕も当時から
⼀緒に活動させてもらっていますけど
も、いろいろと学ぶところも多く、キャ
リアですね。これは、ご⾃⾝にご紹介を
まずはいただきましょうか。松⽥先⽣、
簡単に⾃⼰紹介をよろしくお願いしま
す。 
 
松⽥：⽂学部の松⽥隆美と申します。今、
⾦⼦先⽣からご紹介いただいたように、
DMC が機構から研究センターに⽣まれ変
わったときに、何年間か最初の所⻑を務め
させていただきました。何故私がそういう
役割を頂戴することになったのかというと、
それ以前に、1996 年から⼗何年、断続的

に⽂化財のデジタル化に関わってきたから
だと思います。⽂化財と⾔っても、私の専
⾨は、ヨーロッパ中世の⽂学と書物史です
ので、中世や初期近代のいわゆる貴重書や
資料をデジタル化して研究に資するものに
することを、デジタルカメラの発展と⾜並
みをそろえてやってきました。私は技術⾯
を担っていたわけではなく、どういうコン
テンツをデジタル化したらいいか、デジタ
ル化により何ができるのかについて考えて
提案してきました。そういう関わりがあっ
て DMC との縁ができたということになり
ます。私の研究は、デジタル化そのもので
はなくむしろ「もの」が中⼼で、中世の書
物の内容とその形態から読み取れる中世の
⼈々の⼈⽣観や死⽣観に研究の中⼼はある
のですが、そのための研究環境として、デ
ジタルを常に意識しているところがありま
す。今は、DMC には、所⻑職はもっとふ
さわしい⽅にお譲りして、所員として関わ
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らせていただいていますが、⼀⽅で慶應義
塾ミュージアム・コモンズ（通称 KeMCo）
という、昨年新たにできたミュージアムの
機構⻑を三⽥で務めております。 
 
⾦⼦：ありがとうございます。DMC でデ
ジタル化をバックグラウンドにして、デジ
タル技術というのをバックグラウンドにし
て、そもそも DMC という、機構時代のも
のも出来上がっていて。そこに⾯⽩いこと
に、全塾的な、別の表現をすると、いろん
な分野のバックグラウンドを持った⽅々が
DMC という組織に集まって活動していた
というのが⾯⽩いところかなと思うんです
けども。松⽥先⽣がデジタル化をしようと、
取り組むもうと、もしくは、ご⾃⾝の研究
の道具⽴てとしてデジタル技術を使おうと
思われた背景というのは、どういうものが
あったんでしょうか。 
 
松⽥：そうですね。⼀つには⾮常に単純に、
私の研究が、例えばイギリスの⼤英図書館
にしかない、15 世紀に書かれた⼿書きの写
本を解読することが中⼼だったものですか
ら、そのためには、⼤英図書館の前に住ん
でいれば毎⽇通って閲覧すればいいんです
が、そうもいきません。1980 年代、90 年
代には、マイクロフィルムを取り寄せて、
それを図書館のマイクロフィルムリーダー
で焼きつけて、読みにくい⼆値化された⽩
⿊画像を読むという資料との関わり⽅をし
ていました。それで、カラー撮影は⾮常に
贅沢で、もちろんカラーで全部撮影してつ
くることはできますけど、⼤変な費⽤がか
かる。何⼗万円という話になってしまう。
だから、カラーのマイクロフィルムなんて
いうのは、本当に極めて貴重なものにしか

存在しない状況だったんですね。そこで、
デジタルカメラが出てきて、デジタルで撮
影して、それなりの解像度で、今考えると
滑稽ですが、しかも最初からカラーである
と。しかも、なんと⾃宅のパソコンで⾒ら
れるという。そうなると、やその便利さで
まずは⾶びついたということですね。便利
なツールとしてのコピー機が出てきたとき
と同じような感動だったんだろうと思いま
す。これを使ったらわざわざ⼤英図書館に
⾏かなくても、マイクロフィルムを買わな
くても⾃宅でまずは基礎調査、基礎となる
資料の解読などができる訳です。ただ、こ
うした興奮は新しいおもちゃを買ったよう
なもので、けっこうすぐに冷めます。次は
新たに⼿に⼊ったツールを使って、これま
でできなかったことで、デジタルでできる
ものは何かを考え始めました。 
 
⾦⼦：それはいつごろですか。 
 
松⽥：義塾に『グーテンベルク聖書』が来
たときに始まったプロジェクトなので、
1996 年ですね。HUMI プロジェクトとい
う名前で始まりましたけれども、そこで初
めてデジタル撮影をしたのが 1996 年で、
今⽇のスタンダードではぜんぜん⾼精細で
はありませんが、⼀応デジタルで『グーテ
ンベルク聖書』を撮影しました。そうした
撮影を１〜２年続けるうちに、このコンテ
ンツを使って何ができるのかを考え始め、
その答えがなかなか出ないまま、答えが出
ないというよりはいろいろな答えを天秤に
かけながら、どれが⼀番デジタルらしさを
実体化できるかを考えました。それでデジ
タルでエディションをつくることを試みま
した。単に画像が⾼精細であるとというだ
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けではなく、⾼精細画像を使って、そのな
かの⽂字情報だけではなくもっとパラテク
スト的な、視覚的な情報−どんな⾊を使っ
ているか、書体は何か、字の⼤きさはなど
−、も同時に情報として読み込むようなエ
ディションを XML で作りました。それか
ら、これも今なら当たり前ですけれども、
それをクラウドで−当時はクラウドなんて
⾔葉はまだなかったかもしれませんが−共
有をしながら、みんながそこに情報を書き
込んでいって、だんだん解釈のレイヤーを
重ねていくような、そういうデジタルじゃ
ないとできない書物のかたちをいろいろ考
えて実験してみました。⾃分なりに xml の
タグをつくって書いてみたりとか、そんな
ことをしばらくやりましたね。デジタルで
どういう⽂化財、書物研究の⽅法論が可能
か、研究課題にどういうブレークスルーが
できるかなどを考えていると、なかなか答
えが出ないままに年齢を重ねたと思います。 
 
⾦⼦：今お伺いしていると、根本にあるて
んびんの取り⽅というところに、ご専⾨に
されている書物との⽐較というのが、常に
デジタルで得られるメリットというものと、
メリットというのが適切な表現かどうかわ
からないですけど、価値というか。それを
書物と常に⽐較されてその善しあしという
のを判断されているのかな、なんて思った
んですけど、いかがですかね。 
 
松⽥：そうですね。それは取っかかりとい
うか、⾃分の興味と研究の中⼼に書物とい
うものが⼀つあるので、先に研究素材とし
ての書物があったところからデジタルに⼊
っていったということがあります。そこか
ら、「もの」としての書物と⼈間の関わり

はどういうものだろうか、読むという⾏為
は具体的にどういうことなのか、⾒ること
と読むことの境界線はどこかにあるのだろ
うか、本が記憶に残るというのはどういう
ことなのかとか、そういうことを考えるよ
うになりました。具体的にまず何か「もの」
があって、そこの周囲にデジタルという環
境を考えていくというアプローチでずっと
来ましたので、書物にはアナログとデジタ
ルの２つがあることを常に意識してきたと
思います。 

 
⾦⼦：実際に 1990 年代からかれこれ 30 年
近くたつわけですけれども、どうですか。
当時、今の世の中を想像できていた⼈って
すごく少ないと思うんですけども。1990
年代当時に⽴って、今の世界観というのを、
絶対にこうなるよ、みたいな、そういうふ
うに予想できている⼈って少ないと思うん
ですけども、その書物に対する価値観とか、
デジタルに対する価値観とか、そういった
ところって、30 年という時代の変化と、⼀
⽅で、松⽥先⽣ご⾃⾝がご経験された新し
いデジタルデバイスとの、もしくはデジタ
ルツールとのふれあい、および HUMI プロ
ジェクト等々のいろんな研究プロジェクト
を通してのご経験で、価値観って変わりま
したか。 
 
松⽥：私個⼈としては、漠然と書物に対し
て持っていた「もの」であるという感覚が、
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デジタルが⼊ってくることで、より輪郭が
はっきりしてきた感じがするんですよね。
やっぱり書物ってこうなんじゃ、みたいな。 
 
⾦⼦：「こう」を教えてください。 
 
松⽥：本はどうしたら存在するのかという
ことです。「もの」として⼀冊の本があれ
ば、本がありますということはできるわけ
ですよね。だけど、別な視点からすると、
それを誰も読んでいなかったら、それは本
ではなく、ただの紙の束じゃないか、と⾔
うこともできます。読書という視点から⾒
ると、こうした定義もできる訳です。誰も
読まない本ははたして本なのかという疑問
とともに、⼀⽅で、歴史のなかで過去に存
在していたけど、今はもう残っていない本
はいろいろあるわけです。英⽂学の有名な
作品でも、中世の作品でも、もともとの写
本は⽕事で燃えてしまったが、17 世紀に誰
かがたまたまそれを書き写していたから、
今でも作品として残っているようなものも
あります。だから、「もの」としての本は
もうないけれど作品は存在している。それ
は本なのかどうか。どちらも本だと思うん
ですけれども、そういうようなことを考え
ると、デジタルで「もの」という制約を離
れて、テクストがどんどん展開していくと
いう状況があり、それを本じゃないとは今
は⾔わないですよね。eBOOK とか Kindle
本とか、何と呼ぶにしても、皆それを本だ
と⾔っているわけです。漠然と本とはなに
かと考えていたのが、デジタルの書物に誰
でも同時アクセスするようになると、いろ
んなレベルでの再確認できたという気はし
ます。 
 

⾦⼦：ありがとうございます。今、お話を
お伺いしながら、うちの⽗がですね、⽣物
系の研究をやっていて。特に分類という分
野なんですけど。⼩さいころに話を聞いた、
⼩さいころというのはうそですね。分類に
は２種類あるんだと。⽣物の分類ですね。
形態分類学というのと、⽣態分類学という
のがあると。形態分類学というのは、動物
の形状ですね。例えば、⾻のかたちだとか、
そういうふうな形状に注⽬して。⼀般的に
分類するときに想像するようなやり⽅です
けども。それと、⽣態分類学というのは、
どういう暮らしぶりをする⽣き物なのか。
⽔のなかで⽣きるのかとか、どういうふう
に巣をつくるのかとか、そういうふうな⽣
態から分類にアプローチする。最近だと、
遺伝⼦を⾒て分類するという⽅向にどんど
ん流れてきていますけれども。そういうふ
うな分類形態というのがあるというのを僕
は知ったわけですが。今の本というものが、
本というのはデジタルも、いわゆる書物も
含めた意味での、先ほど Kindle 本みたいな
やつの本も含めて、広い意味での本という
のも、２つの観点から考えていく、もしか
したら遺伝⼦的何か、みたいなのもあるか
もしれませんが、そういうふうなものと⾮
常によく似たことを、今、松⽥先⽣はおっ
しゃっているのかなというふうに思ってい
て。⽣活のパターンとかっていうのは、外
形とは関係なく、例えば親から引き継がれ
ていったりしますし、⼀⽅で形態というも
のは、ある種の遺伝⼦的な制約によってつ
くられている部分もあって。本も同じよう
に形態的にものとしての本、もしくはデジ
タルのストレージに⼊っているもの。デジ
タルの場合は、かたち、形態というのがな
んなのかというのは、僕にもよくつかめて
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いないですけども、どちらかというと、⽣
態側のコンテンツに近い側にすごく今フォ
ーカスして、本というものが⽣き延びてい
っている。逆に⾔えば、形態というものの
殻を脱ぎ捨てたような感じに思えるんです
けれども。そういうふうなイメージで捉え
ていいんですかね。 

 
松⽥：それは的確な⽐喩だと思います。本
を分類するとしたらどうするかというと、
⼀番最初に皆が考えるのはやはり内容によ
る分類で、これは⼩説だとか、これはノン
フィクションだとか、これは数学の本だと
か、これは哲学の本だとかで分類しようと
します。しかし、例えば図書館や書店では、
本をいかに収蔵するかという視点が重要に
なると、⼤型本とか⽂庫本とか、サイズで
分けたり、⾊々な分類がありえます。書物
の形態学ということを考えると、さまざま
な切り⼝がでてきます。今、⾦⼦さんのそ
の話を伺っていて、本の場合で⾯⽩いと思
うのは、書物の形態と内容はの相関性がな
か な か 複 雑 だ と い う 点 で す 。 例 え ば 、
Kindle で読む場合、どの本を読んでも形態
は同じ、あるいは形態がないと⾔えます。
形態は読者が決めることができて、⾃分が
⽼眼かどうかでフォントの⼤きさも決めら
れます。よくも悪くも同じ形態で、⼀⼈の
読者にとって読みやすいという、１つの形
態しかないと思います。しかし、「もの」
としての書物の歴史を遡ってみると、例え
ば聖書ならば聖書固有の形態があり、その

結びつきが案外強いので、読まなくても本
のレイアウトやデザインを⾒たら、これは
聖書だとわかったりします。内容と形態と
いう２つの分類のカテゴリーが混じってい
るのですが、それは⽣物にもいるかもしれ
ませんね。 
 
⾦⼦：でも、よく進化というものを議論す
るときに、僕が⾮常に不思議なのは、どこ
までが遺伝⼦情報に含まれていて、どこか
らが⽣活のなか、いわゆる環境ですよね。
環境のなかで変化していくのかというとこ
ろと、今の話は本当にシンクロしているな
と思いながらお話を聞いていて。例えば、
それこそ『グーテンベルク聖書』みたいな
話とか、もうちょっと下っていって、いろ
んな教会に聖書が置かれている。それって、
すごく⼤きな形状をしていて、めくりなが
ら、装丁とかもすごく美しくされているも
の。⼀⽅で、今のビジネスホテルとかに置
いてあるような聖書って、取りあえず⽂字
情報は、細かく⾔うと違うと思いますけど、
ほぼほぼ⼀緒の内容が書かれて、という。
その形状の話と中⾝の話というのは、⼀種、
形状というのは、使い道というか、よく
DMC で議論させていただくのに出てきた
コンテキストに⾮常に依存したものになっ
ているし、そのコンテキストが中⾝を理解
するときに、有⽤だったんではないかとい
うふうにも思えてきて。デジタルというの
は、先ほどおっしゃったように、フォント
サイズを⽼眼だから変えられますというの
も、確かにユーザーに寄り添ってはいるけ
れども、それはいわゆる物理的なアクセシ
ビリティーを⾼めるというか。ということ
にとどまっていて、決してまだコンテキス
ト、置かれているシチュエーションに寄り
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添ったかたちにはなっていないんじゃない
かな、なんていうことを、今、頭のなかで
考えていたんですけど。 
 
松⽥：まさに私もそう思います。確かに本
のかたちは使⽤⽬的に対応して変わるとこ
ろがあります。書物の歴史では、持ち運べ
ることが重視されるとだんだん本が⼩さく
なる。あるいは、教会で説教やミサ、典礼
をするときに聖書から朗読しますが、その
ために⼤きな聖書があります。別に読むだ
けならどんなサイズでもいいんですが、や
っぱり⼤きさはアピールするから⼤切です。
今、教会で説教する聖職者でも Kindle で聖
書を⾒ながらする⼈は少ないと思います。
「もの」としてある存在感は⼤事です。電
⼦ブックは、そういう物質的なコンテクス
トから⼈間を解放する、⾔い換えればコン
テクストを無くしてしまうわけです。そう
やって読む書物は記憶に残るかどうか、と
いうことを私はよく話題にします。⼈間が
情報を得るとき、情報との距離は毎回異な
ると思います。⾃分と情報とのつながり⽅、
そのコンテクストが違うからこそ、情報は
記憶に残ったり残らなかったりするのでは
ないか。距離に差が無く、eBOOK のよう
にあらゆる情報が均⼀に提供されると、か
えって個⼈の記憶には残りにくくなるよう
な気がします。オンラインで何か検索する
ときも同様で、複雑な情報でも検索を⼯夫
して取得できるならば、情報への距離は短
く均⼀化されつつあります。以前は特定の
図書館に⾏って、そこで誰かに聞いて、こ
の本ならば載っているかもしれないといっ
たプロセスを重ねてようやく到達できた情
報に、検索ワードをいくつかかけ合わせて
すぐに到達できる。それはそれでメリット

はありますが、そのメリットを⽣かして使
えるためには、情報までの距離はそれぞれ
に異なることを学ばないと、情報を本当に
⽣かせる⼈間ならないような気がします。
そういう意味で、アナログの書物の場合は、
この情報は何ページぐらいにあったとか、
前のほう、ページの上のほうにあったとか、
⼩さな字だったとか、そうした距離感、⾝
体感が⼈間の記憶を助けてくれます。そう
した距離感をデジタルでどうリカバーでき
るのかということが、今まさにある課題な
のかなと感じています。ちょっと話がそれ
ましたが。 
 
⾦⼦：いやいや、その情報との距離感って、
僕は先ほどのコンテンツというものが、形
態から離れていくことによって、逆にすご
くのっぺりしたかたちの情報になっていて。
記憶に残るということも⼀つあるんですけ
ど、⼀⽅で、その情報がのっぺりしている
が故に、⾃分のコンテキストに合っていな
い、合致していないにもかかわらず、それ
を勝⼿に受容してしまうというような弊害
も起こっているんではないかなというふう
に思って。でも、根源的には、先ほど先⽣
がおっしゃられたような、情報との距離感
とか、その情報というのは、⾃分が受容す
べきものなのか、もしくは受容すべきシチ
ュエーションってどういうことなのかとか、
そいったことを⼀切合切忘れる。解放。い
い意味の解放なのか、悪い意味の解放なの
かわからない。それはちゃんと⾃分という
価値観を持っている、もしくは判断基準を
持っている⼈にとっては⾮常にありがたい
話だけれども、⼀⽅で、それを持ち得てい
ない⼈にとっては、弊害にもなり得る話な
のかな、なんて思って。 
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松⽥：まさに、そういう情報が裸で直接⾶
び込んできて、どういう顔をしているのか
わからないことの弊害が、今、あらゆると
ころで⾒えているという状況だと思います。
変な⾔い⽅ですが、⼈はちゃんと服を着て
いてほしいです。 
 
⾦⼦：なるほど。でも、それは先ほどちら
っと出てきた図書館とか、先⽣が書かれて
いるミュージアムというものは、歴史的に
⾒て、そういう情報との距離感というもの
をある程度整理したかたちで、お客さんに
対して、来客者に対して、来館者に対して
提⽰してきたというものだと思うんですね。
先ほど⼤型本は⼤型本のコーナーに、みた
いなのって、どうなんだろう。どういうの
が理想の図書館というか、お客さんに対し
て情報を整理して出していく。そんな理想
のものというのはあり得るんでしょうか。 
 
松⽥：それはなかなか難しいと思います。
以前の DMC のシンポジウムでもちょっと
触れたことですが、ミュージアムの起源は、
17 世紀とかの珍品キャビネットと⾔われま
す。いろいろと珍しいものを集めてきて、
⼀つの部屋とか、あるいは棚に収めるとい
う、当時の、主に貴族の収集家の趣味から
発展していったとされます。最初の収集⽅
針とでも呼べるものは、curiosity、好奇⼼、
珍しさにあります。これはある意味でそれ
までの学問体系からの解放でもあります。
どんなものでも、珍しければ、興味を引く
ものであれば集めてみる。ただ、同時に、
珍しいものはしばしば植⺠地から持ち込ま
れたりしますから、この蒐集は、個々の
「もの」本来の⽂化を無視した、植⺠地主

義による⽂脈の破壊とも⾔えるわけです。
ミュージアムの始まりのところにパラドッ
クスがあって、神学を頂点とした中世的な
学問体系から解放されて、何でも注⽬に値
するものを持ってくる⾃由は、同時に本来
のコンテクストを破壊する訳です。その⼆
⾯性は常に存在します。展⽰することで⽣
まれるコンテクストは同時に既存のコンテ
クストを排除してしまいますが、そのパラ
ドックスはミュージアムが常にかかえる課
題のように思います。 
 
⾦⼦：今のお話を聞いていると、ミュージ
アムというのは、それこそ珍品キャビネッ
ト時代のミュージアムというのは、僕もい
くつか、前にお話ししたかもしれませんけ
ど、ミュージアムを巡っていくと、例えば
カイロの博物館なんかは、ばっと、ただ並
んでいるだけ。整理されていると⾔えるの
は⼀部のコーナーのみ、みたいな。取りあ
えず⾒つかった遺跡を全部並べますとか。
あとは、ロシア、あれはサンクトペテルブ
ルクだったと思いますけれども、そこに⽼
いてある動物系の博物館。剥製が並んでい
るのも、本当にずらっとガラスのキャビネ
ットにいっぱい並んでいるような感じのも
ので。それというのは、今おっしゃられた
コンテキストの排除で、どういうところに
住んでいたのかとか、例えば⾒つかった遺
跡がどういうレイアウトで⾒つかっていた
のかとか、それも散り散りばらばらにして
いて。でも、ものはそこにある。ものへの
アクセシビリティーはすごく⾼まっている
というのは、デジタルが今書物からデジタ
ル。先ほどのデジタル本という話で、つく
りあげている世界観に、⾮常に近いものを
感じるんですよね。そこから⼀⽅で、ミュ
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ージアムの発展の歴史を⾒ると、先ほど先
⽣がおっしゃられた、⽣まれるコンテキス
トというか、キュレーターの⽅なり、ミュ
ージアムの⽅々、学芸員の⼈たちが、その
コンテキストをつくりあげていくというか。
それを展⽰に反映させていって理解を促す
というような。そのきっかけ、変⾰のきっ
かけというのはどこにあったんですか。 
 
松⽥：恐らくは従来型の展⽰で、例えば年
代順や同じようなグループで並べてみるだ
けでは来館者も反応が多様化しないという
気づきがあったのだろうと思います。それ
でも、それぞれに「もの」としての歴史が
あるので、その本来の⽂脈をデジタルコン
テクストで提⽰すれば反応を引き出せるの
ではないかということで、従来ならば単に
カタログやキャプションの説明⽂だったも
のを動画にしたりすることをいろいろと試
みたんだと思います。ただ、そうしたこと
に関わった学芸員の⽅と話すと、そうした、
所謂「フルコースディナー」は、せっかく
作っても⼈気がないそうです。やはりもっ
とパーソナルな取っかかりの可能性を提供
するようなかたちで、ミュージアムの展⽰
コンテンツは展開される必要があるが、そ
の実現をめぐっていろいろな試⾏錯誤にな
るようです。 
 
⾦⼦：そうすると、ミュージアムだともの
をやらないといけないし、物理的な制約も
あるから、パーソナルミュージアムみたい
な。あなたのためだけにこの展⽰室をしつ
らえました、みたいなのは、ほぼほぼ無理
があるのかなというふうに思うんですけど。
⼀⽅で、ある程度の万⼈に対して評価され
るような展⽰じゃなくてもいいから、ある

少数の⼈たちに受けるというか、情報を受
け取ってもらえるようなミュージアムとい
うのが今⽬指されようとしているというこ
となんですかね。 
 
松⽥：個⼈と万⼈の間のどこで線を引いて、
どのあたりのグループを具体的なターゲッ
トとして想定するか、そうして想定された
聴衆のイメージが明確なのは⼤事だと思い
ます。つくる側にも⾒にくる側にも、その
イメージが⼀つあると、⾃分がどう関わる
か、あるいは関わらないのかを考えやすく
なるでしょう。 
 
⾦⼦：そうすると今の話は、本でいうと形
態に近いところをうまく⾒せてあげないと、
パーソナライズしたようなそういう展⽰に
も、やっぱり⼊ってきてくれないんじゃな
いかということですかね。 
 
松⽥：書物に置き換えると、顔を持たせる
ということでしょうか。それは情報の出し
⽅を⼯夫して、何を考えている本なのか、
いかなる読者を意識しているのかなど、書
物側から発信していくことが⼤切で、それ
をデジタルの書物でどうするかという課題
です。デジタル、アナログそれぞれのやり
⽅があるでしょうが、どちらか⼀⽅だけと
いうことはないだろうと思います。書物が
もしほかのメディアと違うとするならば、
デジタル、アナログどちらを指向しても、
最終的にはハイブリッドなところに戻って
来るということかもしれません。 
 
⾦⼦：ハイブリッドな形態が何かというの
は、まだ。 
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松⽥：それはいろいろあり得ると思います
が、同じ内容を印刷された本と Kindle の両
⽅で読めるということだけではないだろう
と思います。両⽅が共存していて、端末で
読むけれども、同時に本の表紙ををなでて
いるような、ハイブリッド感は、書物とい
うメディアの、ほかにはない特徴なのかも
しれないと思ったりします。 
 
⾦⼦：でも、よく IT の世界では、CPS で
サイバーフィジカルのシステムをつくりま
しょうとか、最近のはやり⾔葉でデジタル
ツインをつくりましょう、みたいな感じで
よく⾔われるんですけど。今までの絵って、
鏡のように真ん中にデジタル世界と、アナ
ログ世界を、物理的世界を分ける線が描か
れていてというようなイメージなんですけ
ど、今の先⽣のお話というのは、あいだは
波打っているというか、ひだがあるという
か。そこに相互にアナログ的情報と、デジ
タル的情報が浸透してくる。真ん中にわれ
われ⼈間がいるみたいな。そんなイメージ
を僕は。 
 
松⽥：そうですね。書物は恐らく⾊々な⽂
化財のなかで⼀番最初にデジタル化された
ものの⼀つだと思います。テキストだけと
限定すれば、⼀番デジタル化というか電⼦
化しやすかったと思うので。絵画や彫刻の
デジタル化より前に書物だったと思うので、
デジタルとアナログの間を往き来する歴史
は、多少ほかのメディアより⻑いかもしれ
ません。その結果として出てきたのが、−
これは書物が元来持っている本質なのかわ
かりませんが−、今、⾦⼦さんがおっしゃ
ったような、綺麗に線引きはできないとい
う認識だと感じます。単に線引きができな

いだけじゃなくて、今⽇よくドラマなどで
⾒かけるような、⼈間が持っている記憶を
全部アバターに移してデジタルで同じもの
をもう⼀つ作るような、そういうことも実
は書物の場合には出来ないのだという気づ
きがあるように感じます。選択可能なデジ
タルとフィジカルではなくて、ハイブリッ
ドに⼀つであるデジタルとフィジカルが書
物なのかもしれません。逆に⾔うと、書物
は百パーセントフィジカルにはもう戻れな
いでしょう。実際に読んでいる本が物理的
な「もの」としての本だとしても、それの
デジタルなかたちというのを意識しないで
読書することは、我々はもうできないだろ
うと思います。Kindle だったらどう⽬に映
るかとか、どんな感覚で⼿におさまるのか
ということを⼤半の読者が経験済ですから、
その記憶を消して本に戻ることはもはや出
来ないでしょう。読者がもうハイブリッド
になっていますから、どういうかたちで本
を読むにしても、ハイブリッドな存在とし
て読むしかなく、そうすると、そうしたハ
イブリッドな読書に対応する書物のかたち
が存在してくるのかと考えたりします。 
⾦⼦：今のは考えさせられますね。今、先
⽣は書物のお話をしていただきましたけど、
先ほどのミュージアムの話、書物の話、デ
ジタル化しやすいか、しにくいかとか、そ
こに差異はあれども、すべて新しい情報を
収集する、もしくは情報に接するというも
のだと考えたときに、その情報へのふれあ
い⽅というのが、相当いろんな影響を受け
ながら、あるべき姿というものが常につく
られ続けているんだなと思って。 
 
松⽥：そうですよね。書物は、その歴史が
どこまで遡れるかはともかく、例えば私が
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知っている限りでは、ヨーロッパでは、古
代末期から中世にかけて今のような冊⼦体
の本が誕⽣しますが、そうした初期から本
は⾮常に貴重なものでした。しかし同時に、
テキストは情報ですから、同じ情報をなる
べく広げようともしてきました。この２つ
の、必ずしも同時に実現はできない⽬標が
最初から存在していたように思います。最
初からデジタルとフィジカルのせめぎ合い
のなかでしか、書物は存在していなかった
かもしれない。ヨーロッパ中世は中世なり
に、どうしたら同じものを量産して、同じ
コピーをなるべく多く正確かつ均等に配布
できるかを考えて、分業でコピーするよう
なシステムを⽣み出します。そうした書物
から情報を探し出す、いわゆる検索のため
の⼯夫も進みます。「労⼒なしに、速やか
に、即座に⾏きつく」ことは中世の学術的
情報検索のモットーでした。それはある意
味デジタル化ですね。しかし同時に、⼀冊
の書物にしかない個性も追求していこうと
する。そのせめぎ合いのなかで本は常に存
在していたように思います。それが、活版
印刷機が出てきて同じ本を量産することが
相対的に容易になり、そしてまた、今度は
物理的に本を増やすことから解放されると、
あらためて書物の本質は何かと、中世とお
なじような問いを別なルートで考えている
ような気がします。 
 
⾦⼦：すごくしっくりきました。 
 
松⽥：そうですか。 
 
⾦⼦：しっくりきました。別に、今に、こ
のデジタル化という個別の技術というか、
トレンドだから今考えているわけではなく

て、昔から延々とこの戦いは続いているん
だと思うと、ああ、そうかと。⼈類が情報
というものに対してどういうふうにアクセ
スさせるか。そして、それを受容させるか
ということと戦い続けているのかと。 
 
松⽥：そうなんですよね。ツールが違うだ
けで、同じような戦いをずっと続けている
ような気もしますよね。 
 
⾦⼦：ありがとうございました。今⽇は、
⽂学部の松⽥先⽣にお越しいただきました。
本当にありがとうございました。 
 
松⽥：いえいえ。私もいろいろ考えるきっ
かけをいただいて、ありがとうございまし
た。 
 
⾦⼦：１時間ぐらいしゃべりましたけど、
取れ⾼的にはいい感じだと思いますけど。
アーカイブの話にぜんぜんいかなかったん
ですけど。 
 
松⽥：そうでしたね。 
 
⾦⼦：それよりもいい話を僕は伺うことが
できたかなと思って。アーカイブは私的な
ものであると先⽣がよく⾔われている話で。
それは、今度は個⼈の取り組みとしての情
報の、受容側の、もしくは記憶に残すとい
う。受け取り⼿側の試みなのかなというふ
うにも。 
 
松⽥：そうなんですよ。アーカイブの話を
しても、結局、今⽇のような話に落ち着い
てしまったかもしれません。使う側から考
えると、アーカイブは⾮常に個⼈的なもの

58



慶應義塾大学 DMC 紀要 9-10(1),2021 
 

 

だと思います。それは、⾃分のなかでどこ
にどう情報をストレージするかという、脳
内記憶みたいな話と関わってきますし、い
ずれにせよ、個⼈が想像するアーカイヴは
３次元的で⽴体的なものです。それは「も
の」としての書物のかたちに呼応すると思
います。⼀冊の本なのか、⼀つのアーカイ
ブなのかという、形態の違いはあっても、
⽴体的な距離感みたいなもので構成されて
いることは変わらないのではないか、そん
なことを漠然と考えてはいました。 
⾦⼦：今⽇お話を伺った内容って、僕のな
かでは、発信者⽬線というか。情報を有し
ている側がどういうふうにその情報を提供
していくかみたいな話で。⼀⽅でアーカイ
ブというのは、受け取った側がそれをどう
いうふうに記憶にとどめるために⼯夫する
のかという話で。⾯⽩いなと思うのは、今、
どの家に⾏っても、本棚というものがある
んですよね。家具として。これは、本とい
うものが、やっぱり発信者側と受け⼿側の
橋渡しをしていて、それを受容する設備と
しての、もしくは受容する枠組みとしての
本棚というのが、今どこにでも存在してい
るというのはすごいことだなと思ったんで
すよ。デジタルを考えたときに、この送信
側のやり⼝と、われわれ個⼈個⼈が情報を
どう整理するかって、今、そんなにきれい
にマッチしているかなと思って。デジタル
テクノロジーの本当につくらないといけな
いのは、この真ん中の媒介する部分なんじ
ゃないかと。その形状が決まってくること
によって、どういうふうにデジタルで情報
を保存して、もしくはどういうふうにデジ
タルで情報を発信してあげればいいのかと
いうのが決まるんじゃないかな、なんてこ
とを、今、ふと。 

 
松⽥：なるほど。確かに、それは別の⾔い
⽅をすると、本のかたちをどうするかとい
う、最初の話に戻ります。読み⼿と書き⼿
の両⽅がいないと書物は成⽴しないと考え
ると、本は両者を媒介するものであって、
それはどのような形態をしているのでしょ
うか。海外ドラマに出てくるリビングルー
ムには、住⼈が誰かに関係なくたいてい本
棚があって、それはインテリアのひとつと
して存在しているのですが、そういう場⾯
を視ていると、先に本棚ありきだから本が
存在するのかもしれないと思うこともあり
ます。 
 
⾦⼦：どっちが先なんですか。 
 
松⽥：どっちが先なんでしょうね。本が先
だろうと思いがちですが、案外わからない
んじゃないかと思います。 
 
⾦⼦：僕は、今は家ですけども、⽮上の教
室はですね、普通の⼤学の先⽣だったら、
本棚を⼊れると思うんですけども。オフィ
ス器具として。けっこうたくさんだから、
絶対本がばっとなるんですけど。決意をし
て、本棚を買わない決意をしました。机の
上に並べる程度なものが、⼀応トランディ
ションフェーズなので、いろんな学事のな
んちゃらとか配られてくるから、そういう
のを置いておかないと困るから、そのぐら
いは置くんですけど、でもそれは机の上に
置く程度で、残りはなしにしようという決
意をしたんですね。 
 
松⽥：それは⾯⽩いですね。重野先⽣の研
究室は、よく Zoom の会議で映りますが、
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⽂系の私などと変わらない本の多さですね。 
⾦⼦：だからデジタルで受け取って保存す
る。置いておいても、そんなに⾒るか、⾒
返すかとかと思ったときに、⾒返さないだ
ろうと思って。会議とかで資料とかを配ら
れますけれども、それも、別に僕が持って
いる必要はないよね。欲しくなったら学事
なり、事務サイドに⾔えば絶対に保管して
あるから。じゃあそれを僕が持っておく必
要はないよねと。こんな限られた狭いスペ
ースを、あえてストックに使う必要はない
だろうと。もし必要なものがあったら、そ
れこそデジタル化、紙だったらデジタル化
するし、PDF だったら PDF で Google 
Drive かなんかに挙げておけば、ほかのス
ペースは広がるぞと思って。それでそんな
アプローチをしたんですけど。でも、どう
整理をしたらいいのかとか、やっぱりそこ
は課題ですよね。どんどんパソコンも変わ
っていくし、Google Drive はけっこうパソ
コンの更新に対して強いので、安⼼感は持
てますけど。整理の基準を、ときどき本の
数が⼀定量を超え始めると、どだい無理な
話ですけど、少ないときって、ちょっと並
べ替えたりとかしたくなった記憶が、僕は
あるんですけど。やっぱりそういうところ
も、デジタルで⼀個⼀個⾒ながらフォルダ
ー構成を変えてというのも。 
 
松⽥：それは、あと１年で研究室を空けな
くていはいけないというタイムリミットが
ある私には切実なんです。「もの」として
持っていたい本はどれかと最近よく考える
んですよ。内容もですが、この程度のアク
セス数ならばデジタルでもいいが、やはり
「もの」として本棚に並べておきたいとか。
昔は単純で、スペースさえあれば本は全部

並べのが前提で、スペースがないから仕⽅
なくデジタル版を買う、あるいはデジタル
のほうが電⾞のなかとかどこでも読めるか
らデジタル版を買うけど、同時に印刷され
た版も買ってちゃんと本棚に置いておいた
んです。しかし最近は、スペースとは関係
なく、デジタルがいい本と持っていたい本
の区別があるということを考えて決断が出
来ずにいます。 
 
⾦⼦：でも、そういうのが何世代か繰り返
されると、きっと新しい、さっきのなんか
が⾒つかってくる。ありがとうございまし
た。 
 
松⽥：とんでもないです。 
 
⾦⼦：でも、今最後の部分も、最近ですね、
本編と余談みたいな感じの構成になってい
て。余談としても⾮常にいい感じで。僕も
考えさせられました。本当にありがとうご
ざいました。 
 
松⽥：本の整理学を、呼び名は少し変えて、
何⼈かで座談会のようにするとそれはそれ
で⾯⽩いかもしれません。 
 
⾦⼦：⾯⽩いですよね。本当に情報という
のは、かたちを変えますよね。それが厄介
ですよね。⾃分の脳みそのなかでの位置づ
けがぴょんぴょん変わるから、それを記憶
術として。昔はそんなに情報が変わらなか
ったんですかね。 
 
松⽥：確かに⼿書き写本の時代を通じて、
書物制作も流通形態も根本的に変化しませ
んでしたし、同じく印刷本の時代でもやは
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り何百年か⼤きく変化しなかったのですが、
それがここ 50 年ぐらいいろいろ変化して、
次はどこへ⾏くかわからないような状況が
ちょっとありますね。 
 
⾦⼦：よくこういった時代って、ロストジ
ェネレーションというか、なんて⾔えばい
いのかわからないですけど、失われた時間
みたいな感じに、何も残らない。失われた
時間みたいに⾔われるじゃないですか。デ
ジタルにして、ちゃんと保存していないと。 
松⽥：そうですね。 
 
⾦⼦：この記憶が残らねえんだ、みたいな
話になりますけど。実際に活版印刷が出て
くる辺りの変⾰期って、残らなかったわけ
じゃないんですよね。 
 
松⽥：どんどん本が印刷されてしまって、
情報がありすぎて何も覚えていない状況、
それに対する危機感があったようです。朝
⽇新聞に、デジタル情報を取り込みすぎて
ダイエットしなきゃ駄⽬だという、デジタ
ルダイエットの話が出ていました。同じよ
うなことが印刷本が始まったときにはあっ
たと思います。 
 
⾦⼦：その辺りの話も聞きたいですね。 
 
松⽥：その辺は、僕ももう少し歴史的に勉
強したいと思っているところです。 
⾦⼦：なるほど。ぜひ便乗で申し訳ないで
すけど、教えてください。 
 
松⽥：DMC の書物系チームでやると⾯⽩
いかもしれないですね。 
 

⾦⼦：⾯⽩いですね。僕も興味があります。
前にイケダ先⽣とお話をしていたときに、
『グーテンベルク聖書』が出てきて、活版
印刷が出てきて、世の中がごたごたした時
間とか、その技術が浸透するのにかかった
時間をおおよそ聞いたんですよ。デジタル
とあまり変わらない。もっと昔だから時間
がかかっているのかと思ったら、すごく⼀
気にシフトチェンジというか、していて。
そうか、そうかと。同じような時間感覚な
のか、何がデジタルがドッグイヤーだ、な
んちゃらだって⾔っていますけど、そんな
ことは何も昔から変わっていねえんだなと
か⾔って。 
 
松⽥：そうだと思います。活版印刷がヨー
ロッパ中に浸透していく早さを最初知った
ときには驚きました。あっという間に広が
って、出版者が⾬後の筍のように⽣まれて、
倒産したりしている。このスピード感は今
とあまり変わらないという印象がありまし
た。歴史の時間感覚はいつも同じではない
んです。何かが動くときは、短時間に⼤き
く変化するという、歴史の怖さみたいなこ
とを感じました。 
 
⾦⼦：そうするとあれですかね。デジタル
ももう、本棚ができているのかもしれない
ですね。そうやってばっとできたら、それ
は消費者がいるということなので、消費者
がそれをどういうふうにストックするか。
最初は⼤事そうに家のなかで飾っていたか
もしれないけど。数が増えてくると、じゃ
あ平置きじゃなくて、背表紙を⾒せるか、
みたいな感じになったんだとすると、じゃ
あそのくらいのときに本棚かって。もうす
でにデジタルだったら、それはデジタル本
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棚、デジタル棚。わからないですけど。 
松⽥：デジタル本棚みたいなアプリはない
んでしょうか、もうありそうな気がします
が。 
 
⾦⼦：たぶんかすかにその形跡はあるのか
もしれないですけど、どれが本命なのかわ
からないですよね。そういう意味では、形
状がそろっていないですよね。画像ファイ
ルは画像ファイルとか。テキストはテキス
トとかって、ばらばらになっちゃっている
ので。ありがとうございました。 
 
松⽥：どうもありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松⽥ 隆美（まつだ たかみ） 
慶應義塾⼤学⽂学部教授・DMC 研究セン
ター研究員（元 DMC 所⻑）、慶應義塾ミ
ュージアム・コモンズ(KeMCo)機構⻑。
専⾨は中世英⽂学、表象⽂化史、書物史。 
慶應義塾⼤学における⼀連の稀覯書デジタ
ル化・研究プロジェクトに継続的に関わっ
ている。主要業績:『ヴィジュアル・リー
ディング――⻄洋中世におけるテクストと
パラテクスト』(ありな書房、2010 年)、
『ロンドン物語――メトロポリスを巡るイ
ギリス⽂学の 700 年』(共編著、慶應義塾
⼤学出版会、2011 年)。 
 
⾦⼦ 晋丈（かねこ くにたけ） 
慶應義塾⼤学理⼯学部准教授・DMC 研究
センター研究員。専⾨はアプリケーション
指向ネットワーキング。特に、デジタルデ
ータの利活⽤を促すデジタルデータのネッ
トワーク化について研究を⾏っている。
2001 年東京⼤学卒業。2006 年同⼤学院情
報理⼯学系研究科博⼠課程終了、博⼠（情
報理⼯学）。同⼤学院新領域創成科学研究
科での特任助教を経て、2006 年 9 ⽉より慶
應義塾⼤学デジタルメディア・コンテンツ
総合研究機構、特別研究助教。2007 年、
同機構特別研究講師。2012 年 4 ⽉より現
職、デジタルメディア・コンテンツ統合研
究センター研究員を兼任。 
 
※役職は対談当時のものです。 
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